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大安
吉日

　「カジノ誘致の是非を問う住民投票条例制定に
向けた直接請求署名」は11月４日に２か月間の収
集期間が終了しました。横浜市全体で法定必要署
名数の３倍を超える20万8073筆が集まりました。
横浜市協７支部では受任者が452人以上登録し集
まった署名数は合計4352筆となりました。
　「カジノの是非を決める横浜市民の会」は、カ
ジノ誘致を進める横浜市に対して、「横浜の未来
を市長だけで決めず、住民投票によって決めよう」
と呼びかけ直接請求署名運動が９月４日から始ま
りました。
　横浜市協は９月１日に総会を開催し受任者登録
目標を300人、目標署名数を6000筆と設定しまし
た。直接請求署名は代筆制限や生年月日、押印が
求められるため注意事項を確認し、支部内でも受
任者に向けて署名の不備がないよう丁寧に学習を
しました。横浜市協７支部の組合員数は9103人が
在籍し、組織内を中心に署名を集めていこうと総
会で意思統一をしました。
　10月３日の全市一斉署名駅頭宣伝行動では横浜
市以外の各支部にも応援協力を求め、直接請求署
名運動が全県に広がりました。当日は市内13駅に
全県から118人が参加し１日で483筆の署名を集め
ました。
　受任者の中には「横浜にカジノが来たら大変」
と組合員以外のつながりを生かしていきつけの居
酒屋、ガソリンスタンド、子供の学童保育でも積
極的に集める役員、組合員もいました。一人で17
0筆を集めた役員もいました。
　11月13日には各区の選挙管理委員会へ署名提出
が行われました。来年１月に開かれる市議会に市
長から「住民投票条例案」が提出されます。
　今後はこの市民の声をカジノ推進派議員が無視
できないように住民投票実現に向けて議員要請行
動をすすめていきます。署名協力にご協力いただ
いた役員、組合員のみなさん広範な方々に感謝申
し上げます。 【横浜中央支部・岩田照幸】

　

趣
味
は
何
で

す
か
と
問
わ
れ

れ
ば
、
胸
を

張
っ
て
声
優
さ

ん
の
追
っ
か
け

で
す
と
答
え
ま

す
。
思
え
ば
中
学
生
の
時
、

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
に
夢
中

に
な
っ
て
解
散
ラ
イ
ブ
に
も

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
宝
塚
を

経
て
声
優
さ
ん
に
た
ど
り
つ

き
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
が
あ
れ

ば
何
処
に
で
も
行
き
ま
し

た
。
楽
し
く
て
、
お
友
達
も

沢
山
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
な

の
に
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。

ラ
イ
ブ
も
イ
ベ
ン
ト
も
全
て

無
く
な
り
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク

リ
す
る
く
ら
い
全
部
中
止
で

す
。
何
を
し
て
い
て
も
元
気

が
出
ま
せ
ん
。
暫
く
す
る
と

配
信
で
ラ
イ
ブ
が
始
ま
り
ま

し
た
。
有
り
難
い
、
有
り
難

い
け
ど
。
私
は
現
場
主
義
。

こ
の
目
で
見
た
い
。
そ
の
場

の
空
気
を
感
じ
た
い
。
そ
し

て
や
っ
と
少
し
ず
つ
見
に
行

け
る
所
が
出
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
来
て
感
染

者
増
加
。
ま
た
自
粛
ム
ー
ド

が
拡
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
の
元
気
が
ぁ
。
今
回
の
事

で
、
人
は
楽
し
み
が
あ
る
と

元
気
が
出
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
趣
味
は
人
生
を
豊
か
に

す
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

色
ん
な
所
に
行
っ
て
、
支
部

の
新
聞
に
投
稿
出
来
る
よ
う

に
な
る
日
を
待
ち
わ
び
て
い

ま
す
。
と
は
言
え
、
コ
ロ
ナ

禍
が
終
息
す
る
迄
に
は
ま
だ

ま
だ
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
中
途
半
端
な
対
策
で
は

難
し
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ

う
か
。
日
々
の
一
人
一
人
の

心
が
け
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
で
コ
ロ
ナ
を
や
っ
つ

け
ま
し
ょ
う
。【
横
浜
緑
支

部
・
川
口
祐
子
】

新型コロナ対策での新型コロナ対策での
生活と営業の相談は生活と営業の相談は
神奈川土建の各支部へ神奈川土建の各支部へ

　

神
奈
川
建
設
労
連
は
、
２
０
２
１
年
度
の
国
保
組
合
へ

の
国
庫
補
助
と
現
行
制
度
の
補
助
水
準
確
保
な
ど
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
、
11
月
25
日
、
神
奈
川
選
出
の

国
会
議
員
を
中
心
に
議
員
要
請
行
動
と
院
内
集
会
を
全
県

70
人（
う
ち
神
奈
川
土
建
36
人
）の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

建
設
国
保
は
50
周
年

安
定
運
営
・
発
展
を

　

集
会
で
は
、
県
連
副
会
長

と
し
て
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
神
奈
川
土
建
の
益
田

修
次
委
員
長
は
、「
建
設
国

保
は
設
立
50
周
年
、
多
く
の

先
輩
が
守
り
育
て
た
こ
の
制

度
を
こ
れ
か
ら
も
安
定
運

営
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
予
算
確
保
は
大
変
重
要
で

す
。
例
年
な
ら
集
会
や
デ
モ

行
進
を
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
大
規
模
な
行
動
す
べ

て
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ハ
ガ
キ
要
請
の

重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
組
織
で
目
標
達
成

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」と
、

訴
え
ま
し
た
。

仲
間
を
支
え
た

組
合
の
相
談
機
能

　

続
い
て
中
央
情
勢
報
告
を

行
っ
た
全
建
総
連
の
奈
良
統

一
書
記
次
長
は
、「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
収
入
減
と
な
っ
た

仲
間
を
対
象
に
、
国
保
組
合

は
保
険
料
の
減
免
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
全
建
総
連
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
仲
間
の
４

人
に
３
人
が
収
入
減
を
訴

え
、
先
々
に
つ
い
て
も
仕
事

に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
ま
さ
し
く

国
保
料
の
減
免
を
含
む
組
合

の
相
談
機
能
が
、
仲
間
の
暮

ら
し
と
仕
事
を
支
え
て
き
た

わ
け
で
す
」「
菅
首
相
は
第

３
次
補
正
予
算
の
作
成
を
指

示
し
ま
し
た
。
い
ま
、
役
所

は
来
年
度
予
算
と
合
わ
せ
15

か
月
分
の
予
算
編
成
作
業
の

真
最
中
で
す
。
い
ま
が
、
要

請
行
動
の
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
。
ぜ
ひ
、
地
元
議
員

に
直
接
、
仲
間
の
実
態
を
伝

え
、
３
次
補
正
で
の
措
置
を

ふ
く
め
、
国
保
料
減
免
へ
の

財
政
措
置
を
求
め
る
要
請
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

神
奈
川
の
要
請
行
動
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
立
憲
民
主
党

か
ら
、
し
の
は
ら
豪
衆
院
議

員
（
１
区
）、
早
稲
田
ゆ
き

衆
院
議
員
（
４
区
）、
山
崎

誠
衆
院
議
員
（
５
区
）、
青

柳
陽
一
郎
衆
院
議
員
（
６

区
）、
牧
山
ひ
ろ
え
参
院
議

国保料減免への財政措置求め
神奈川選出の国会議員に要請

集会に参加した国会議員一人ひとりに要請書を手渡す益田
委員長（日本共産党・はたの君枝衆議院議員・右）

真山勇一
参院議員

牧山ひろえ
参院議員

青柳陽一郎
衆院議員

山崎誠
衆院議員

早稲田ゆき
衆院議員

しのはら豪
衆院議員

員
（
選
挙
区
）、
真
山
勇
一

参
院
議
員
（
選
挙
区
）、
日

本
共
産
党
か
ら
、
は
た
の
君

枝
衆
院
議
員
（
10
区
）
が
出

席
し
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

益
田
委
員
長
か
ら
出
席
さ

れ
た
各
国
会
議
員
の
皆
さ
ん

に
直
接
、
要
請
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加

者
は
16
班
に
分
か
れ
、
議
員

会
館
各
室
を
訪
ね
地
元
議
員

要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

全建総連奈良書記次長

議員会館の各部屋を回り要請（自室で要請
に応えるしのはら豪衆議院議員・中央）

横浜にカジノはいらない横浜にカジノはいらない
住民投票請求20万8073人
法定３倍超の署名を提出

ご挨拶いただいた立憲民主党の国会議員のみなさん
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「
２
０
２
０
年
秋
の
組
織
強
化
拡
大
月
間
」
は
１
０
３
２

人
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
て
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
年
間

２
％
の
実
増
を
実
現
し
３
万
人
の
神
奈
川
土
建
め
ざ
す
、
組

織
建
設
３
カ
年
計
画
２
年
目
の
拡
大
月
間
で
あ
る
今
月
間

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
厳
し
い
情

勢
の
中
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
に
抗
議

し
、
改
憲
に
反
対
す
る
行
動
が
11
月
19
日

に
衆
院
第
２
議
員
会
館
前
を
中
心
に
１
０

０
０
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
79
万
３
５
７

　

い
も
掘
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
中
間
決

起
集
会
と
し
て
開
催
し
、
９
月
27
日
に
76

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
月
の
旗
開
き
以

来
、
大
き
な
行
事
な
ど
は
行
え
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
支
部
と
し
て
何

か
や
り
た
い
と
思
い
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

１
人
分
の
「
改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全

国
緊
急
署
名
」
を
野
党
の
国
会
議
員
に

手
渡
し
、「
署
名
を
力
に
、
改
憲
を
許

さ
な
い
声
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は
、

日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
は
「
民

主
主
義
へ
の
公
然
と
し
た
攻
撃
で
す
」

と
し
、
怒
り
の
声
を
各
地
で
あ
げ
な
が

ら
「
総
選
挙
を
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

勝
利
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

さ
ん
の
い
る
組
合
員
か
ら
も
「
何
か
行

事
を
や
ら
な
い
の
」
と
い
う
声
が
よ
く

聞
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、コ
ロ
ナ
対
策
は
慎
重
に
、

体
温
測
定
、
マ
ス
ク
、
換
気
、
消
毒
、

間
隔
の
確
保
な
ど
は
徹
底
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
は
各
自
に
専
用
ト
ン
グ
と

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
配
布
し
て
感
染

対
策
に
努
め
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
も

良
く
、
い
も
掘
り
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も

楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
抽

選
会
も
盛
り
上
が
り
、
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。【
生
出
耕
一
通
信
員
】

「
改
憲
発
議
反
対
」
署
名
79
万
超
提
出

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

仲
間
と
家
族
の
声
に
応
え
い
も
掘
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

南
横
浜
支
部

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
加
入
対

象
者
の
参
加
も
あ
り
、
釣
果
も
、
30
㌢

を
超
え
る
ア
ジ
が
混
じ
り
な
が
ら
、
全

員
が
大
漁
と
最
高
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
通
常
の
組
合
活
動
や

人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
が
ち
な

昨
今
で
す
が
、
な
ん
と
か
で
き
る
事
を

み
ん
な
で
考
え
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
今
後
も
組
合
の
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
石
川
正
明
通
信
員
】

ア
ジ
釣
り
大
会
全
員
が
大
漁
で
最
高
の
日

横
浜
戸
塚
支
部
栄
分
会

暮
ら
し
と
仕
事
守
る

労
働
組
合
の
力
発
揮

　

仲
間
を
一
人
も
取
り
残
さ

な
い
よ
う
に
、
８
０
８
２
件

の
各
種
コ
ロ
ナ
対
策
制
度
の

申
請
相
談
や
、
建
設
国
保
の

保
険
料
減
免
の
活
用
促
進
な

ど
に
よ
る
、
組
合
員
の
暮
ら

し
と
仕
事
を
守
る
労
働
組
合

の
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
11

月
16
日
ま
で
の
神
奈
川
土
建

内
の
建
設
国
保
の
減
免
は
３

５
１
６
人
の
仲
間
に
８
億
８

３
８
１
万
６
２
０
０
円
と
な

り
、
申
請
者
一
人
当
た
り
の

平
均
減
免
額
は
25
万
１
３
７

０
円
と
多
く
の
仲
間
の
生
活

と
生
業
を
支
え
ま
し
た
。
事

業
所
対
策
や
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
周
知
・

手
続
き
に
も
力
を
入
れ
た
月

間
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
に

工
夫
を
行
っ
た
月
間

　

労
働
組
合
は
集
ま
る
こ
と

で
仲
間
の
要
求
や
情
報
を
吸

収
し
、
集
ま
る
こ
と
で
励
ま

し
あ
っ
て
元
気
に
活
動
し
て

い
く
組
織
で
あ
る
こ
と
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組

標
設
定
の
討
議
を
行
い
、
１

９
７
３
人
の
拡
大
目
標
を
掲

げ
全
支
部
が
奮
闘
し
ま
し
た
。

月
間
の
到
達
点
は
、
拡
大
率

３
・
７
％
、
達
成
率
で
52
・

３
％
と
な
り
、
横
浜
鶴
見
支

部
が
拡
大
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
青
年
部
は
部
員
１
９

７
人
・
組
合
員
１
１
３
人
を

迎
え
入
れ
目
標
を
達
成
。
主

婦
の
会
は
会
員
２
１
５
人
・

組
合
員
１
２
２
人
と
奮
闘
し

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
の
会
は
会

員
69
人
・
組
合
員
16
人
を
迎

え
入
れ
、
組
合
員
拡
大
で
も

奮
闘
し
ま
し
た
。

　

資
本
従
事
者
の
会
は
組
合

員
の
３
％
を
組
織
す
る
目
標

を
掲
げ
、
14
支
部
で
79
人
の

会
員
を
増
や
し
、６
９
７
人
・

組
織
率
２
・
５
％
に
前
進
。

企
業
交
渉
の
到
達
点
を
伝
え

る
ニ
ュ
ー
ス
や
賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
の
直
送
な
ど
、
運
動

参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
迎
え
入
れ
た
仲
間

の
た
め
に
、
組
合
制
度
説
明

会
や
歓
迎
会
を
準
備
し
て
、

一
緒
に
建
設
業
で
生
き
抜
い

て
い
く
仲
間
と
し
て
大
切
に

迎
え
入
れ
、
新
加
入
者
の
定

着
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

役
員
の
み
な
さ
ん
、
組
合

員
と
家
族
、
青
年
部
、
主
婦

の
会
、
シ
ニ
ア
の
会
、
書
記

局
員
の
み
な
さ
ん
の
組
織
強

化
拡
大
月
間
で
の
ご
奮
闘
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
２
０
２
０
秋
の
組
織
強

化
拡
大
月
間
」
の
総
括
を

し
っ
か
り
と
討
議
し
て
、
運

動
方
針
に
確
信
を
も
っ
て
実

践
す
る
神
奈
川
土
建
の
活
動

家
を
い
っ
そ
う
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

総合共済
建設国保
労災保険

県下最大、3万人の
建設労働組合　

神奈川土建

神奈川土建一般労働組合
〒221- 0045
横浜市神奈川区神奈川2-19-3
建設プラザかながわ
TEL.045-453-9806

仲
間
が
い
る
。
未
来
が
あ
る
。

神奈川土建2020年
秋の組織強化拡大月間

迎え入れた新たな仲間と共に迎え入れた新たな仲間と共に
コロナ禍を団結して乗り越えようコロナ禍を団結して乗り越えよう

合
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
月
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
出
陣
式
や
中
間
決

起
集
会
な
ど
、
多
く
の
仲
間

を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
思
う

よ
う
に
開
催
で
き
な
い
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
毎
週
水
・
木
の
統

一
行
動
日
を
中
心
に
、
近
年

の
結
果
を
上
回
る
７
９
２
９

件
の
訪
問
・
７
９
５
９
件
の

対
話
行
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
、
支
部
執
行
委
員
を
先
頭

に
の
べ
５
４
０
８
人
の
仲
間

が
組
織
強
化
拡
大
運
動
に
参

加
し
た
こ
と
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
を
神
奈
川
土
建
に
団
結
し

て
乗
り
越
え
よ
う
」
と
仲
間

に
情
報
を
届
け
、
仲
間
の
た

め
に
奮
闘
す
る
神
奈
川
土
建

の
熱
量
を
伝
え
る
活
動
を
積

み
重
ね
た
大
切
な
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
情
報
の
周
知
と
収

集
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認

し
、
群
会
議
の
感
染
対
策
を

徹
底
し
て
、
組
織
納
入
体
制

を
維
持
し
た
こ
と
は
組
織
の

根
幹
を
守
る
重
要
な
成
果
で

す
。
群
役
員
の
み
な
さ
ん
を

筆
頭
と
し
た
役
員
・
書
記
局

員
の
み
な
さ
ん
の
配
慮
や
奮

闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

組
織
実
増
に
執
着
し
た
目

支部名 人員 支部
目標 到達 拡大率

横 浜 1,350 121 64 4.74%
横 浜 緑 1,528 107 40 2.62%
南 横 浜 973 70 42 4.32%
横 浜 西 1,500 110 48 3.20%
横浜中央 1,347 94 41 3.04%
横浜戸塚 1,241 123 50 4.03%
横浜鶴見 1,137 70 71 6.24%
川 崎 1,463 117 88 6.02%
川崎中央 1,786 125 53 2.97%
川 崎 西 934 72 24 2.57%
横須賀三浦 3,223 191 86 2.67%
湘 南 1,191 77 60 5.04%
大 和 1,460 102 32 2.19%
厚 木 1,005 61 34 3.38%
相 模 原 2,522 152 69 2.74%
西 相 1,539 109 78 5.07%
平 塚 1,086 88 65 5.99%
座間海老名 1,004 70 26 2.59%
茅ヶ崎寒川 1,006 71 45 4.47%
鎌倉逗子葉山 607 43 16 2.64%
合　計 27,902 1,973 1,032 3.70%相模原支部・上溝分会ポスター行動

拡大月間の目標を達成した横浜鶴見支部のみなさん（11月15日）

10
月
25
日
、
秋
の
拡
大
月
間
中
間
決
起

集
会
と
し
て
ア
ジ
釣
り
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
支
部
イ
ベ
ン
ト

が
軒
並
み
中
止
と
な
る
中
で
、
若
手
執
行

菅政権による「学問の自由」
への弾圧は許さないと訴え
る藤野保史衆院議員

全員大漁の釣果（栄分会）

開
催
と
な
り

ま
し
た
。
春

に
は
い
ち
ご

狩
り
を
計
画

し
て
い
た
も

の
の
中
止
と

な
り
、
お
子

委
員
の
提
案

で
船
釣
り
な

ら
心
配
も
少

な
い
だ
ろ
う

と
開
催
を
決

め
ま
し
た
。

子どもたちもいも掘り満喫
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建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、
来
年
早
々
に
も
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
迎
え
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス

ト
建
材
に
よ
る
被
害
者
が
い
ち
い
ち
裁
判
を
せ
ず
と
も
、
補
償
を
受
け
ら
れ
る
「
建
設
石
綿
被

害
者
補
償
基
金
」
の
創
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
土
建
で
は
、
11
月
16
日
、
神
奈
川

弁
護
団
長
の
西
村
隆
雄
弁
護
士
を
講
師
に
、
こ
の
「
基
金
制
度
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
25

日
日
曜

日
、
拡
大

に
最
後
の

勢
い
を
つ

け
る
た
め

終
盤
決
起

集
会
を
バ

ス
ハ
イ
ク

と
い
う
形

で
行
い
ま

し
た
。
朝

の
８
時
前

後
に
各
集

　

平
塚
支
部
青
年
部
は
御
殿
場
市
・
東
山

湖
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア
で
11
月
22
日

（
日
）
15
人
の
参
加
で
釣
り
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
11
月
下
旬
に
も
か
か
わ
ら
ず
気

温
も
暖
か
く
釣
り
日
和
で
し
た
。
各
々
の

合
場
所
に
集
ま
り
、
バ
ス
に
乗
っ
て
静

岡
県
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
日
本
平

夢
テ
ラ
ス
で
は
富
士
山
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
周
囲
の
景
色
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
、ま
さ
に
絶
景
と
い
う
景
色
で
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
会
社
と
協
力
し
て
コ
ロ

ナ
対
策
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
た
の

で
安
心
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
参
加
さ
れ
た

み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
い
に
交
流
が
で
き
、
よ
い
終
盤

決
起
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

【
武
藤
義
則
通
信
員
】

ポ
イ
ン
ト
で
仕
掛
け
を
投
げ
て
は
、

リ
ー
ル
を
巻
い
て
の
繰
り
返
し
。
残
念

な
が
ら
釣
り
初
心
者
は
釣
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

釣
り
の
後
は
冷
え
た
体
を
温
め
に
焼
肉

屋
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
や
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
３
密
を
避
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。 

【
木
村
嘉
次
通
信
員
】

バ
ス
ハ
イ
ク
で
決
起
集
会 

横
浜
支
部

名
で
横
浜
西
支
部
は
独
自
目
標
１
０
０

２
筆
を
大
き
く
超
過
す
る
１
３
５
１
筆

を
集
め
ま
し
た
。
受
任
者
と
な
っ
た
組

合
員
は
群
会
議
や
組
合
員
訪
問
を
通
じ

て
協
力
を
呼
び
か
け
、
近
隣
の
知
人
な

ど
組
合
内
外
に
広
げ
て
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
特
に
旭
西
分
会
は
40
人
に
満
た

な
い
小
さ
な
分
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

４
人
の
受
任
者
で
２
９
８
筆
を
集
め
、

支
部
全
体
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

 

【
内
村
克
史
通
信
員
】

横
浜
に
カ
ジ
ノ
い
ら
な
い

署
名
目
標
を
超
過
達
成　

横
浜
西
支
部

青
年
部
が
釣
り
大
会 

平
塚
支
部

被
害
は
現
在
進
行
形

　

早
期
の
救
済
が
必
要

　

建
設
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被

害
者
は
集
中
し
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
は「
現
在
進
行
形
」

で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
増

え
ま
す
。
い
ち
い
ち
裁
判
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
不
合
理
だ
し
、

早
期
の
救
済
が
必
要
で
す
。

国
は
14
連
敗

　
　

全
企
業
に
責
任

　

一
人
親
方
や
中
小
事
業
主

も
含
め
国
は
負
け
続
け
て
い

ま
す
。
賠
償
責
任
が
認
め
ら

れ
た
企
業
自
体
は
ご
く
一
部

で
す
が
、
全
ア
ス
ベ
ス
ト
建

材
メ
ー
カ
ー
に
ア
ス
ベ
ス
ト

の
危
険
性
を
防
ぐ
「
警
告
義

務
」
を
怠
っ
た
責
任
が
あ
る

と
判
決
は
明
言
し
て
い
ま

す
。

　

国
は
、
14
連
敗
に
も
関
わ

ら
ず
最
高
裁
で
の
判
決
を

待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
は
個
別
に
裁
判
を

起
こ
し
た
人
に
だ
け
補
償
を

す
る
や
り
方
を
国
会
議
員
に

提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
国
は
い
い
と
し
て
も
、

建
材
メ
ー
カ
ー
と
は
裁
判
を

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

判
決
で
は
国
の
責
任
が
２
次

的
だ
と
し
て
、
国
が
支
払
う

賠
償
額
は
減
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
者
に
支
払
う
べ
き

と
さ
れ
た
認
容
額
の
３
分
の

１
、
多
く
て
も
２
分
の
１
程

度
し
か
支
払
わ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

公
害
健
康
被
害

　
　
　
　

補
償
制
度

　

１
９
７
４
年
に
施
行
さ
れ

た
公
害
健
康
被
害
補
償
制
度

は
、
国
と
全
国
８
３
０
０
を

超
え
る
ば
い
煙
を
発
生
さ
せ

て
い
る
事
業
所
（
２
０
１
９

年
鉄
鋼
・
電
力
な
ど
）
か
ら

毎
年
賦
課
金
を
徴
収
し
被
害

者
へ
今
も
な
お
補
償
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
達
が
も

と
め
る
基
金
制
度
も
こ
れ
を

参
考
に
す
れ
ば
、
実
現
は
可

能
で
す
。

企
業
に
と
っ
て
も

　

基
金
創
設
は
合
理
的

　

８
月
28
日
の
東
京
高
裁
判

決
で
は
賠
償
額
が
大
き
く
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
被
告

企
業
は
、
も
し
同
レ
ベ
ル
の

賠
償
額
を
１
万
人
と
も
２
万

人
と
も
言
わ
れ
る
被
害
者
か

ら
求
め
ら
れ
れ
ば
、
毎
年
の

純
利
益
の
10
年
分
、
１
０
０

年
分
に
も
相
当
す
る
金
額
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
被
告
企
業
に
と
っ
て
も

基
金
の
創
設
は
合
理
的
で
す
。

今
後
の
展
望

　

具
体
的
な
日
に
ち
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
来
春

　

10
月
31
日
、「
第
６
０
３

回
中
央
執
行
委
員
会
」
に
お

い
て
、
有
限
会
社
ソ
ム
リ
エ

ホ
ー
ム（
横
須
賀
三
浦
支
部
）

と
労
働
者
供
給
事
業
に
か
か

わ
る
労
働
協
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
現
在
、
神
奈
川
県
連

を
含
め
て
５
社
か
ら
技
能
労

働
者
供
給
の
依
頼
が
あ
り
、

職
種
は
、
建
築
大
工
、
防
水

工
、
土
工
、
配
管
工
、
建
設

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
５
職

収
は
６
０
０
万
円
を
大
き
く

超
え
、
８
０
０
万
円
近
く
の

年
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
神
奈
川
土
建
と
事

業
所
が
労
働
条
件
（
賃
金
、

労
働
時
間
、
休
日
等
）
を
取

り
決
め
、
雇
用
期
間
を
定
め

て
組
合
員
の
方
が
労
働
者
と

し
て
期
間
雇
用
す
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
す
。
労
働
条
件

は
各
社
条
件
の
違
い
が
あ
り

ま
す
が
、労
基
法
を
遵
守
し
、

週
40
時
間
労
働
で
月
収
40
〜

60
万
円
の
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
自
身
の
仕
事
確
保
と
組

合
の
運
動
を
両
輪
で
展
開
し

て
い
く
た
め
に
労
働
者
供
給

事
業
へ
登
録
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
本
部
担

当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

ま
で
に
最
高
裁
の
判
決
が
出

さ
れ
ま
す
。
野
党
・
与
党
問

わ
ず
地
元
議
員
事
務
所
へ
の

要
請
や
、
全
自
治
体
で
基
金

創
設
を
求
め
る
意
見
書
・
決

議
な
ど
、
世
論
を
動
か
し
基

金
創
設
・
被
害
者
全
面
救
済

へ
大
き
な
峰
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

治
療
専
念
の
た
め
に

１
日
も
早
い
創
設
を

　

組
合
の
み
な
さ
ま
に
は
日

頃
原
告
団
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
進
行
性
の
肺
が
ん
を
患

い
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療

を
続
け
て
い
ま
す
。
病
気
を

抱
え
な
が
ら
裁
判
を
闘
い
続

け
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
新
た
な
被
害
者
も
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
が
治
療
に
専
念
す

る
た
め
に
も
被
害
者
補
償
基

金
の
創
設
が
一
日
も
早
く
実

現
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

早
期
に
決
着
し
て

制
度
に
よ
る
救
済
を

　

１
陣
２
陣
原
告
・
弁
護
団

を
始
め
と
し
て
本
当
に
長
く

頑
張
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
い
い
判
決
が
お
り

て
、
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

３
陣
と
し
て
も
さ
ら
に
あ

と
押
し
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
３
陣
の

あ
と
に
も
４
陣
な
ど
出
て
こ

ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
被
害
者

は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
で
な
か
な
か
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
腹

の
中
は
悔
し
く
て
悔
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く

早
く
決
着
し
て
ほ
し
い
し
、

救
済
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
制
度
が
で
き
る
よ
う
み
ん

な
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

２陣原告団長
望月道子

３陣原告団長
二宮安一

種
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年

か
ら
神
奈
川
土

建
は
労
働
者
供

給
事
業
に
取
り

組
み
、
２
０
１

８
年
７
月
〜
２

０
１
９
年
８
月

ま
で
従
事
を
し

た
組
合
員
の
年

神
奈
川
土
建
５
社
目
の
労
働
協
約
を
締
結

年
収
６
０
０
万
円
を
目
指
し
て
働
こ
う

　

９
月
４
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
に
２
か

月
間
の
横
浜
市
の
カ
ジ
ノ
誘
致
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
署

駅頭で署名行動をする横浜
西支部の仲間

横浜支部はバスハイク（快晴の日本平）

釣りを楽しんだ平塚
支部青年部の仲間

学習会ダイジェスト
動画（18分）はこの
QRコードから

1414
連
敗
の
国
は
最
高
裁
判
決
待
た
ず

連
敗
の
国
は
最
高
裁
判
決
待
た
ず

  
基
金
創
設
と
被
害
者
全
面
救
済
を

基
金
創
設
と
被
害
者
全
面
救
済
を



２０２０年１２月５日（月１回５日発行） け ん せ つ 神 奈 川 昭和51年10月13日
第三種郵便物認可( ) 第６０９号 （４）

●足場の組み立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
２月14日（日）～15日（月）　会場：建設プラザかながわ
●職長・安全衛生責任者教育－リスクアセスメント含む－
（受講料：16,000円、休憩を除く14時間講習）
３月21日（日）～22日（月）　会場：建設プラザかながわ

申込み、問合せは所属支部事務所へ
☆写真２枚(縦３㎝×横2.4㎝)必要
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の確認をします
☆日程変更や中止になる場合もありますのでご注意ください
☆掲載した講習は、すべて青年部マル得援助金の対象です
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じかねます
※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、JW-CAD等には雇用保険・一人親方労災
保険加入者は保険番号の記入と加入証のコピーの添付が必要です。

技術センターだより 資格講習会のご案内

●フルハーネス型安全帯（墜落制止用器具）使用作業特別教育
２月４日（木）　受講料：8,000円　
●丸のこ取扱い作業従事者教育
２月10日（水）　受講料：6,000円
●木造建築物の組立て等作業主任者技能講習　
２月16日（火）～17日（水）　受講料：10,000円
●木材加工用機械作業主任者技能講習
※会場：相模原支部事務所　
３月20日（土）～21日（日）　受講料：10,000円
●玉掛け技能講習
※実技会場：ＰＥＯ建機教習センタ
３月10日（水）11日（木）12日（金）　受講料：28,000円（資格保持者24,000円）
●車輌系建設機械の運転技能講習
※実技会場：ＰＥＯ建機教習センター
３月１日（月）２日（火）　受講料：45,000円
●建築大工技能検定学科予備講習
２月２日（火）５日（金）　受講料：2,000円

その他の提携講習機関
　ＩＨＩ技術教習所　コマツ教習所　ＰＥＯ建機教習センタ（旧：日立建機教習センタ）　
エスアールエス相模教習センター　日建学院　総合資格学院　技術技能講習センター
（New！）　等、詳細は各支部窓口にお問い合わせください。

い
ま
す
。

　

元
請
の
あ
る
現
場
は
金
額

的
に
き
つ
く
、
体
を
酷
使
し

て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

で
キ
ツ
イ
で
す
ね
。
相
応
の

金
額
を
も
ら
わ
な
い
と
、
会

社
も
生
活
も
き
つ
く
な
る
の

で
、
賃
金
・
単
価
の
要
求
を

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

塗
装
は
天
気
に
も
左
右
さ

れ
る
仕
事
な
の
で
、
外
現
場

で
雨
だ
と
仕
事
に
な
ら
な
い

の
で
、
梅
雨
時
期
は
大
変
で

す
。
今
は
、
兄
が
社
長
で
自

分
が
従
業
員
の
２
人
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
会

社
を
大
き
く
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
青
年
部
に
入
れ

ば
、
資
格
が
半
額
で
受
け
ら

れ
る
の
で
、
と
て
も
い
い
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も

横
須
賀
三
浦
支
部

臺
野　

達
也
さ
ん

（
塗
装
工
）

　

こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
父
が
大
工
だ
っ
た

の
で
最
初
は
大
工
を
や
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
父
が

「
無
理
し
て
跡
を
継
が
な
く

て
も
い
い
よ
」
と
言
っ
た
の

で
、
ど
う
し
よ
う
か
な
と
悩

ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
兄
が
勤
め
て

い
た
塗
装
屋
の
親
方
が
「
暇

し
て
る
な
ら
う
ち
に
く
る

か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で

塗
装
屋
に
決
め
ま
し
た
。
19

歳
か
ら
始
め
て
13
年
が
経

ち
、今
32
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
建
設
業
は
、
年
配
の

方
も
多
い
で
す
が
、
自
分
の

ま
わ
り
に
は
若
い
方
も
た
く

さ
ん
い
て
、
手
伝
い
に
来
て

く
れ
た
り
、
仕
事
を
お
願
い

し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
自

分
た
ち
若
者
が
こ
の
業
界
を

盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

㉕

制
度
を
活
用
し
有
機
溶
剤
や

足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　

組
合
活
動
に
つ
い
て
は

今
、
青
年
部
長
を
や
っ
て
い

て
、
若
い
仲
間
た
ち
と
い
ろ

い
ろ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
決
め
て
、
楽

し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
な
ら
飲
み
会
や
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、釣
り
大
会
、

他
支
部
と
合
同
で
フ
ッ
ト
サ

ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
バ
ス
ツ

ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
大
好
評
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

で
ほ
と
ん
ど
活
動
が
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
少
し

ず
つ
飲
み
会
を
開
催
し
て
若

者
ど
う
し
で
仕
事
の
話
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
な
ど
で
、

大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
拡
大
行
動
で
は
青
年

部
だ
け
の
独
自
行
動
も
し
ま

し
た
。
３
回
以
上
の
行
動
参

加
者
は
11
人
で
し
た
。
初
め

て
取
組
ん
だ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
行

動
で
は
３
日
間
、
参
加
者
が

衣
装
を
着
て
仮
面
を
か
ぶ
り

２
チ
ー
ム
で
回
り
ま
し
た
。

怖
が
っ
て
泣
き
出
す
子
が
い

た
の
で
次
回
は
か
わ
い
ら
し

い
変
身
が
良
い
か
な
と
…
。

　

今
回
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
動
画
の
撮
影
を

い
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
、
青
年
部
は
が
ん
ば
っ
て

や
る
ぞ
と
い
う
こ
と
で
、
行

動
中
の
動
画
撮
影
を
し
て
、

そ
の
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
活

用
し
て
、
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
青
年

部
は
楽
し
く
活
動
し
て
い
き

ま
す
。【
臺
野
達
也
】

自
分
た
ち
若
者
が
こ
の
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば

自
分
た
ち
若
者
が
こ
の
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば

　

厚
木
支
部
は
、
11
月
１
日

（
日
）、
厚
木
商
工
会
議
所
を

会
場
に
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

安
全
帯
使
用
特
別
教
育
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
４
月
予
定
が
中
止

に
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
講
習

開
催
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

現
場
で
役
立
つ
と
評
判

神
奈
川
土
建
の
作
業
主
任
者
技
能
講
習

身
体
の
洗
い
す
ぎ

に
要
注
意

　

出
来
る
限
り
静
電
気
の

発
生
を
防
ぐ
に
は
水
分
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
部
屋

を
加
湿
し
ま
し
ょ
う
。
さ

ら
に
肌
の
乾
燥
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
肌
の
水
分
を
保

つ
機
能
が
あ
る
皮
脂
膜
を

守
り
ま
す
。
皮
脂
膜
を
守

る
に
は
、
入
浴
時
に
ナ
イ

ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
で
ご
し

ご
し
と
洗
い
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
洗
い
す
ぎ

て
皮
脂
膜
が
落
ち
す
ぎ
て

し
ま
う
と
、
肌
の
水
分
が

保
た
れ
に
く
く
な
っ
て
し

自
然
に
放
電
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
冬
は
乾
燥
し
空
気

中
の
水
分
が
少
な
く
、
放

電
さ
れ
に
く
い
た
め
静
電

気
が
身
体
に
溜
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

貯
ま
っ
た
状
態
で
金
属
な

ど
に
触
る
と
一
気
に
電
気

が
放
電
さ
れ
バ
チ
ッ
と
な

り
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
く
る

と
、
静
電
気
が
バ
チ
バ
チ

と
起
こ
り
ま
す
よ
ね
。
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
普
段
、

身
体
に
溜
ま
っ
た
静
電
気

は
空
気
中
の
水
分
な
ど
を

通
じ
て
少
し
ず
つ
放
電
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
湿
度
が
高
い
場
合
は
、

空
気
中
の
水
分
を
通
じ
て

ま
い
ま
す
。
柔
ら
か
め
の

ス
ポ
ン
ジ
や
綿
の
素
材
の

タ
オ
ル
な
ど
で
優
し
く
洗

い
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ム
で

し
っ
か
り
保
湿
を

　

さ
ら
に
乾
燥
し
た
肌
は

わ
ず
か
な
刺
激
で
も
か
ゆ

み
を
感
じ
や
す
く
な
り
、

か
ゆ
み
と
い
う
不
快
感
も

引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
日
常
的
に
ク
リ
ー

ム
な
ど
で
保
湿
し
皮
膚
の

乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

乾
燥
は
体
全
身
の
水
分
を

奪
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
水

分
を
し
っ
か
り
摂
り
ま

し
ょ
う
。

今月の
テーマ

静
電
気
の
不
快
か
ら

　
　
　

身
を
守
る
に
は

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

対
策
で
定
員
を
減
ら
し
、
５

支
部
か
ら
合
計
24
人
の
参
加

で
し
た
。

　

テ
キ
ス
ト
で
の
学
習
と
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
装
着
方
法
や
安
全

帯
の
種
類
な
ど
を
映
像
で
学

び
ま
し
た
。
落
下
実
験
を
見

る
と
腰
ベ
ル
ト
よ
り
ず
っ
と

安
全
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

装
着
練
習
で
は
、「
後
ろ

の
ベ
ル
ト
曲
が
っ
て
る
よ
」

「
こ
れ
は
思
っ
た
よ
り
軽
い

ね
」
と
、
参
加
者
同
士
で
声

を
か
け
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

【
吉
本
優
子
通
信
員
】

コロナ対策をとり久しぶりの講習開催

神奈川土建の指定講習 神奈川建設労連の講習※支部を通じ神奈川県連に申込みして下さい

【訂正とお詫び】
　第607・608号の４面記事、「技術センターだより」におきまして建築大工技能検定受験
予備講座の受講料が35,000円と記載されていましたが、正しくは50,000円です。大変申
し訳ありませんでした。今後はこのような事の無いよう細心注意を払い掲載していきます。
 （神奈川土建技術研修センター）


